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� はじめに
同時通訳システムの実現に向けて，同時通訳者の通訳

テクニックやノウハウを調査し，それを活用することは
有効な方法である．このような背景のもと，著者らは，
同時通訳音声の収集を行っており，これまでに，数十万
形態素規模のデータベースを構築した ���．通訳者音声を
詳細に分析するには，話者の発話とその通訳者の発話が
比較的小さな単位で対応づけされていることが望ましい
���．しかし，コーパスの規模が大きくなれば，それを人
手で行うのは容易ではない．
本稿では，同時通訳コーパスの対訳アライメント手法

を提案する．本手法では，対訳コーパスの自動アライメ
ントに関する従来の手法 ��� ��で用いられている語彙情
報に加え，発話の開始時刻に関する時間情報 ���，ならび
に，発話の長さに関する情報を利用してアライメントを
行う．また，対訳アライメント実験を行い，本手法の有
効性を評価した．

� 同時通訳コーパス
著者らは，日英双方向の同時通訳音声を収録した音声

対訳コーパスを構築した ���．書き起こしでは，発話を
�		
�以上のポーズで単位分割し，各発話単位に対して，
発話の開始時刻，及び終了時刻を付与している．図 � に
日本語独話音声とその同時通訳音声の書き起こしデータ
の一部を示す．左側が話者発話，右側がその通訳者発話
である．

� 対訳アライメント手法
従来の対訳アライメント手法 ��� ��では，多くの場合，

対訳語情報を用いてアライメントを行っている．また，
著者らはすでに，同時通訳コーパスに対して，話者発話
と通訳者発話の開始時刻情報を用いたアライメント手法
を提案している ���．本手法では，さらに，発話の長さに
関する情報を活用する．すなわち，本手法では次の �つ
の制約を仮定する．

語彙的制約 話者発話中の単語の対訳語が通訳者発話中に
存在する．

開始時刻制約 話者より先に通訳者が発話を開始すること
はなく，かつ，通訳者は，話者が発話を開始した後，
一定時間 �秒以内に発話を開始する．
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 同時通訳コーパスの書き起こしデータ �一部�

英語講演のですね 同時通訳システム いうことについて  ご説明します。

The simultaneous transration system of English lecture   is going to be elaborated.

図 �
 対訳コーパスのアライメント

発話時間長制約 通訳者発話の長さは，話者発話の長さに
依存し，その長さの比は正規分布に従う．

話者発話 �� と通訳者発話 ��の対 �� � ���� ���に対して，
次の式 ���によって対応度 �����を与える．ここで， �����，
������， ������は，それぞれ語彙情報，開始時刻情報，発
話時間長情報に基づいて式 �����������によって定める対
応度を表す�．
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の分布の平均� � 
 ��と��の発話時間長の比の分布の標準偏差

対訳コーパス全体に対する対応度を部分的な対応に対
する対応度の総和とし，それが最大となるように動的計
画法によって最適化を行う ���．

� 実験と評価
��� 実験の概要
本手法の有効性を確認するために，名古屋大学 �����

同時通訳データベース ���に収録されている約 �	分間の
日本語講演音声とその通訳音声からなる対訳テキスト ��

組を用いて，対訳アライメント実験を行った．正解デー
タは人手で与えた．対応度を与える式 ���での �� �の値

�式  $#は正規分布の密度関数の値 �
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から &の範囲になるように正規化したことによる．
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表 �
 区切りレベルの判定による評価 ���講演平均�
手法 適合率 再現率 � 値
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は，上記のデータから計算し， � � ����� � � 	���とし
た．また，開始時刻制約の �，式 ���の重み係数 	を実験
において評価値が最大となるように， � � ��	� 	 � 	��

とした．比較のため，対訳語の一致による語彙情報のみ
を用いたアライメント実験 �すなわち， ������ � �� 	 �

���以下，「語彙のみ」�，語彙情報，及び発話開始時刻情
報を用いたアライメント �すなわち， 	 � �� �以下，「語
彙�開始時刻」�実験を併せて行った．

��� 評価手法
書き言葉の対訳コーパスでは，対応先がないケースは

稀であるが，同時通訳の場合，訳文が省略されたり，フィ
ラーなど対訳語が出現しない現象が多数存在する．そこ
で本研究では，単語レベルの判定と区切りレベルの判定
によって評価した．

評価方法 ��単語レベルの判定 話者発話に含まれる単語と
対応する通訳者発話に含まれる単語を対として，正
解データと比べたときの単語対の数の一致度によっ
て判定する ���．

評価方法 ��区切りレベルの判定 対訳テキストの区切りの
位置 �図 �の実線�を正解データと比べたときの一致
度によって判定する．

区切りレベルでの判定を考慮することにより，対訳対
応先がない発話に対するアライメント精度を評価結果に
反映することができる．評価指標として，適合率，再現
率，ならびにそれらの調和平均である � 値を用いた．

��� 結果
評価方法 �による結果を表 �に示す．本手法では， � 値

が，「語彙のみ」に対して �����，「語彙�開始時刻」
に対して ����上昇しており，語彙情報，開始時刻情報，
発話時間長情報を併用する本手法の優位性が示された．
一方，評価方法 �，すなわち，区切りレベルでの判定で

は，「語彙�開始時刻」に対して，本手法における再現
率が ���低く，結果としてＦ値が ����低下するに至っ
ている．本手法では，発話時間長の比が正規分布に従う
と仮定したが，対応先がない発話については，当然なが
らその仮定に反する．発話時間長の制約を対応度の計算
に用いることによって，対応する通訳発話に対訳語が存
在しない場合でも対応付けが可能となるがその反面，そ
もそも対応先がない発話についても不要な対応付けを行
う場合がある．話者発話に現れる単語の対訳語が通訳者
発話中に存在しないとき，その原因が，対訳辞書データ
が不十分であることによるものか，あるいは，対応する
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図 �
 人手の結果において対応先の判定が異なる例

発話が存在しないことによるものかを判定することが重
要となる．
実験では，人手で行ったアライメント結果を正解デー

タとして評価したが，人間が行っても対応先の判断が難
しい箇所が多数あり，例えば，通訳者が言い直しを行っ
たときに，言い直された部分 �図 ��英語発話 ��
	�	��を
どのように対応づけるかは作業者間で一致せず，適切な
正解データの作成は容易ではない．そこで，対訳コーパ
ス中で人間が見て明らかに区切りであると判断できる箇
所に対する本手法の再現性を調べるために，同一講演に
対し，正解データを作成した人と異なる �人により対訳
アライメントデータを作成した．なお，人手によるアラ
イメントは，本学大学院国際言語文化研究科の大学院生
に依頼して実施した．人手で行った合計 �つの対応づけ
結果において，いづれも同じ対応づけである部分を正解
データとしたとき，本手法の評価方法 �に基づく再現率
は， �����であり，表 �に示した結果に対して �����上
昇した．「語彙�開始時刻」と比べてもその差は ����に
縮小しており，必ずしも劣っているわけではないことが
示された．

� おわりに
本稿では，同時通訳コーパスの対訳アライメント手法

とその評価について述べた．本手法では，語彙情報，開
始時刻情報に加えて，発話時間長情報を用いてアライメ
ントを行う．また，人手で行ったアライメント結果との
比較を通して本手法の評価を試みた．
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